
とかち発農林水産業から拓く「GX地方創生」シンポジウム

～「地域資源」×「GX・AI」による持続的な発展を目指して～

JFEの森 NEXT GATE
由仁町様との官民連携による 「エネルギーの森実証事業」 の取り組み 

および 今後の展望 について

令和7年11月11日

電力ビジネス事業部
バイオマス未来事業推進PJチームリーダー 西村 賢
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1
１．当社の自己紹介
当社は、2003年に日本鋼管㈱と川崎製鉄㈱が統合して発足したJFEグループの旧両社のエンジニアリング部門を継承した事業会社です

所在地 東京本社 東京都千代田区内幸町二丁目2番3号（日比谷国際ビル22階）
横浜本社 横浜市鶴見区末広町2丁目1番地
北海道支店  札幌市中央区北1条西3丁目2番地（井門札幌ビル4階）
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2
２．当社の事業紹介

エンジニアリング事業で取り組む７つのゴール
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３．道内におけるＧＸの取り組み

【札幌市】 札幌バイオフードリサイクル㈱
《2MW》 生ごみ処理量：100㌧/日 道内最大規模

【森 町】 森バイナリーパワー合同会社
《2MW》 地熱蒸気の還元熱水によるバイナリー発電

【幌延町】 幌延風力発電㈱
《21MW》 750kW×28基 23年間稼働中

【別海町】 別海バイオマス発電㈱
《2MW》 家畜排せつ物処理量：4,5千頭分/日

3

3
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4
４．ＧＸ 《木質バイオマス》 における未来への取り組み

◎当社が目指す 「エネルギーの森」 コンセプト

木質バイオマスの未来を 「創る」 ・ 「担う」 ・ 「つなぐ」
 ★ 地域の既存林 を活かし 官民連携 で バイオマス燃料化事業 を 創る
 ★ 官民一体で地域森林経営 を 担い 集約化と素材生産量拡大 に貢献する
 ★ 市町村広域連携 により 持続可能な燃料資源の供給基盤 を次代につなぐ

◎事業方針
① 先人が託し伐期を越えて残されている人工林を 地産エネルギー燃料資源 として活用 

② 森林経営受託 → 伐採 → 燃料化 → 再植林 森林ライフサイクルを活性化

③ 再植林～森林保育を推進し CO2吸収量（カーボンクレジット保有）を拡大 

④ 官民連携による 新たな地域産業形成による経済波及効果 を創出
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5５．取り組みの背景（国の政策方針転換）

官民連携 による「地産地消GXモデル」を推進したい

輸入材による大規模バイオマス発電へのFIT・FIP支援を打ち切り

（本年2月3日 経産省 調達価格等算定委員会 公表）

バイオマス発電における輸入チップやペレット、ヤシ殻（PKS）などを含む 
「一般木質燃料」 区分の10MW以上案件 と パーム油など「液体燃料」区分の全規模

案件について、FITおよびFIPによる 支援の対象外 とする

木質バイオマスエネルギーの未来像は
「地域の森林整備活性化」 と 「エネルギー地産地消」 

の両立と持続可能な好循環の実現
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ユンニの湯

ゆにガーデン
JFEの森

N

エネルギーの森
グループ②

６．由仁町における官民連携事業 『ゆにモデル』（本日ご紹介のエリアマップ）
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7７．エネルギーの森 『ゆにモデル』 の創生（町内対象森林のサイトマップ）
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8Step１ 由仁町様との官民連携の取り組み 『JFEの森』 

〇ほっかいどう企業の森林づくり（北海道庁の制度）企業（団体）と山林所有者が連携協定を締結し森林づくりを推進するプログラム

ほっかいどう企業の森林づくり制度 に参加
当社社員（約1.2万人）参加による『社会共生活動』と位置付けて植林活動を展開中

令和5年  5月   官民連携協定『森林整備に関する協定書』を締結
  ＊町有林（0.3㏊）を「JFEの森」に指定
  ＊エゾヤマザクラ  を（道、由仁町、当社）記念植樹

  10月 植林活動 クリーンラーチ（160本）
令和6年  5月 同 （160本）

  10月 同 （280本）

左）当社 大下 元（現特別顧問) 右）由仁町長 松村 諭様

参加者記念撮影左）当社 大下 元（現特別顧問） 
中央) 空知総合振興局長 (当時) 白石 俊哉様
右）由仁町長 松村 諭様
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9《参考》 JFEの森づくり

令和５年 夏
トドマツ林を伐採

令和６年 秋
JFEの森 誕生

社員参加による
植林風景
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10Step２ 由仁町様との官民連携の取り組み 『エネルギーの森』

左）当社社長 福田 一美 右）由仁町長 松村 諭様

事業名称 ：JFEの森 NEXTGATE プロジェクト
NEDO事業名称：新たな燃料ポテンシャル（早生樹等）を開拓・利用可能とする”エネルギーの森”実証事業

国立研究開発法人（NEDO）令和５年度採択による 研究開発（実証）事業
町有林（約20㏊）を対象に、森林調査DX・早生樹栽培技術・機械化導入等の実証研究
（５カ年）事業

令和5年度   交付決定（実証事業スタート）
＊既存森林の実態調査

＊施業計画の策定

令和6年度 施業開始（地元の協力体制：㈱東武緑地様、南空知森林組合様）
令和9年度 実証事業終了（植林面積：目標 20㏊ ）

由仁町様による
エネルギーの森 紹介看板 の設置

伐採風景（令和7年2月）
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11JFEの森 NEXT GATE プロジェクト（NEDOエネルギーの森実証事業）の実証テーマ

実施内容

① 伐期 且つ CO2吸収量が低下した 町有林の再生・活性化

② 寒冷地向け新種早生樹で構成する 『エネルギーの森』 創生

     ★「クリーンラーチ」 成長量・CO2吸収量増 （研究機関：北海道立総合研究機構）

     ★「オノエヤナギ」 萌芽更新、短伐期栽培    （研究機関：森林総合研究所 北海道支所）

       ⇒ 国内材バイオマス燃料の「安定供給」且つ「低価格化」への課題解決を企図

③ 携帯アプリを活用した森林実態調査等による 森林施業計画のDX化
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12

➢ 森林簿の材積データと比較

持続可能な“エネルギーの森”の材積管理を行い

バイオマス燃料の賦存量の精度向上を確立

＜実施内容＞

デジタル計測の精度検証

早生樹の材積測定

➢ 『植林後』の材積と将来期待成長量を把握

➢ 『伐採前』の材積を把握
◎施業予算（コスト積算）の確度向上

既存森林の材積測定

Lidar計測機器
材積計測

点群データ
（樹高、胸高直径、本数など）

『携帯アプリ』
GPS機能
データ取得

③デジタル計測による既存森林の実態把握及び施業計画の簡易化 

森林材積データのDX化（“エネルギーの森“の材積管理）に関する精度検証
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13《参考》 エネルギーの森 施業状況（クリーンラーチ）

道総研開発 早生樹
クリーンラーチ

令和７年 秋
再植林完了

令和６年 冬
伐採開始
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14《参考》 エネルギーの森 施業状況（オノエヤナギ）

苗の生育状況

令和７年 夏
保育状況

令和６年 秋
植林開始
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15
《参考》国産バイオマス燃料資源「エネルギーの森」の拡がり

 NEDO 新たな燃料ポテンシャル（早生樹等）を開拓・利用可能とする ”エネルギーの森” 実証事業
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JFEの森 NEXT GATE（エネルギーの森実証事業） 今後の展望

由仁町伏見台展望台からの眺望
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長沼町
旧マオイゴルフリゾート跡地（約 200 ㏊）

令和７年度 NEDO実証事業 採択

由仁町
エネルギーの森事業（約 20 ㏊）

令和５年度 NEDO実証事業 実施中

Step３ 『エネルギーの森』の広域化へ（地域連携に向けた取り組み）
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《参考》NEDO実証事業を最大活用 バイオマス未来モデル事業 へ

木質バイオマス燃料等の安定的・効果的な供給・利用システム構築支援事業 

《‘25年度 新たに採択》
木質ﾊﾞｲｵﾏｽ燃料の安定的・効率的な製造・

輸送等ｼｽﾃﾑの構築に向けた実証事業

長沼町有地 200㏊

《‘23年度 採択済》
エネルギーの森実証事業

由仁町有林 20㏊
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長沼町有地（旧マオイゴルフリゾート跡地）施設活用事業  

エネルギーの森 事業

★伐採事業 域内の既存木をバイオマス燃料（チップ）に活用
★植林事業 針葉樹（カラマツ 等 ）を伐採後に再植林

 早生樹（オノエヤナギ）をコース内に植林

植林事業
針葉樹

植林事業
早生樹

ペケレコース＆ショートコース

マオイコース＆ワッカコース

バイオマス燃料化事業
※NEDO実証事業（2/3補助）を活用

★平坦なコースエリアを活かして
「原木置場」・「チップ化設備」 地域中核拠点を整備

 ★既存建物（管理棟・設備倉庫等）を有効活用

N

植林事業
針葉樹

植林事業
早生樹
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20バイオマス燃料化事業（インフラ整備）

設置場所：長沼町有地（旧マオイゴルフリゾート跡地）内

7
0

m
原木置き場

ﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ

ホイルローダー

原木置き場

170m

チップ化施設

けん引式チッパー＋トラクターグラップル付バックホウ

重機

チップ
置き場
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事業化への段階的取り組み 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

Step１ 【由仁町 町有林】

JFEの森（約0.3㏊）社会共生活動
（ほっかいどう企業の森林づくり事業）

Step２ 【由仁町 町有林】

エネルギーの森（約20㏊）事業
 ※’23年度NEDO実証事業（2/3補助）採択

Step３ 【長沼町有 未利用地】

★エネルギーの森（約200㏊）事業
★バイオマス燃料化 実証事業
 ※’25年度NEDO実証事業（2/3補助）採択

Step４ 【南空知地域 公有林】

★地域一体型バイオマス燃料事業 予定

（由仁町、長沼町、周辺地域と広域連携）

★「エネルギーの森整備に関する協定書」
            「町有林賃借契約」  締結

★伐採～植林開始・・・・・・・・・★実証終了
 ★当社事業に移管

★「跡地活用事業」 に応募

★NEDO申請
★採択・・・★チップ化設備稼働

  ・・・・・★実証終了
      ★当社事業に移管

★「エネルギーの森」 植林開始

 ★周辺市町連携スキーム 検討開始
★事業開始（予定）

★由仁町、道庁と JFEの森に 「エゾヤマザクラ」 記念植樹

★ ★ ★ 社員参加によるクリーンラーチ植林活動

８ 南空知地域 広域連携プロジェクト ロードマップ
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９ まとめ

由仁町様との取り組み：『ゆにモデル』 の推進により

南空知地域における広域連携 の実現を目指して、

地域森林活性化 と エネルギー地産地消の好循環 で

持続可能なゼロカーボン北海道 に貢献します

ご清聴ありがとうございました


